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平成 30年３月 29日 

各 位 

会 社 名 バーチャレクス・ホールディングス株式会社 

代表者名 代表取締役社長 丸山 栄樹 

 （コード：6193、東証マザーズ） 

問合せ先 取締役 経営管理本部長 黒田 勝 

（TEL．03－3578－5300） 

 

 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、本日の取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 29年５月 12日に公表した平成 30

年３月期（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日）の通期連結業績予想を以下のとおり修正することとし

ましたので、お知らせいたします。 

 

１．連結業績予想数値の修正（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日） 

(単位：百万円) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

する 当期純利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 5,600 135 130 71 24.34 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 5,500 40 35 12 4.08 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △100 △95 △95 △59  

増  減  率 （  ％  ） △1.8 △70.4 △73.1 △83.1  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

( 平 成 2 9 年 ３ 月 期 ) 
4,448 226 223 121 42.71 

 

２．修正の理由 

アウトソーシング事業では、売上高は堅調に推移しているものの予定以上にコストが掛かった案件があり、

利益面では期初計画を下回る見込みとなりました。ＩＴ＆コンサルティング事業では全体的な利益率低下に加

え、３月計上見込みであったパッケージ案件において今期中の売上計上が難しい見通しとなりました。 

販売費及び一般管理費は、採用費が期初計画より増加したものの、全体としては期初計画よりも削減の見通

しとなりました。 

以上の結果、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は、いずれも前回発表予想を

下回る見込みです。 

 

 

（注）上記の予想数値は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、実際の業績は様々な要因によって異なる場合があります。 

 

以 上 


